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福林寺古墳群

古墳群 古墳時代後期 古墳

須恵器
土師器
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刀子
耳環

墓地 室町時代 石仏群 石仏
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要　　　約

　福林寺古墳群２号墳・３号墳を対象に発掘調査を実施した。
　２号墳は墳丘径10.1ｍ程度の円墳に復元できる。南西方向に開口する横穴式石室を内部主体
とする。横穴式石室は右片袖式である可能性が高い。２号墳は横穴式石室の特徴から、７世紀
前葉に築造されたと考えられる。
　３号墳は横穴式石室を内部主体とする墳丘径11.4ｍの円墳である。横穴式石室の内部から須
恵器・土師器・鉄鏃・刀子・耳環などが出土した。横穴式石室や出土遺物の特徴から６世紀末
～７世紀初め頃に築造されたとみられる。耳環の組み合わせや出土点数から３人以上が埋葬さ
れたと想定できる。出土遺物には時期差があり、６世紀末以降７世紀前半にかけて初葬と追葬
が行われたことも推測できた。
　調査地では石仏や土師器皿なども出土した。これらは15世紀～16世紀頃の所産とみられる。
古墳群の西側には福林寺があり、当該期には調査地とその周辺が寺院背後の墓域として利用さ
れていたことが想定できる。




